
（別紙３）

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 15 （回答者数）
6

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

家庭の中でいろいろな経験をされると思いますが、保護者が

してしまうことも多いと思っています。小さいことでも自分

で体験できる場面を増やしていきたいと思っています。ま

た、畑などの作業を通じて、ものを育てる、収穫する、食べ

るなどの取り組みも増やしていければと思っています

2

ゲームなどを通じて勝ち負けにこだわるお子様がいますが、

自分の感情の持っていきかた、他者とのやり取りの仕方など

を学んでいただけるようにしていきたいです。

3

ご本人が得意なことを、保護者様と共有しながら褒めら

れる機会を少しでも増やしつつ、積極的に物事に取り組める

ように支援していきたいです

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

５領域を職員で再度勉強し、意識して活動設定ができるよう

に、活動計画などを計画していきます。

2

日頃からのかかわりを大切にしながら、関係を深めていき

ながら、連携できることを検討していきます。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　えがお

○保護者評価実施期間
令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

領域というカテゴリーを意識したうえで、個人の課題を意識

しながらの、活動設定が弱い

個人の二ーズに合わせた活動設定ができるように、５領域を

意識した活動内容の見直しを検討していく

地域との連携が弱い 地域の子供会などとのやり取りがあまりないことから何か行

えることなどを考えていきたい。

体験をすることで学んだりすることを重視しています。 実際の体験を行うことで、社会的なルールや他者とのやり取

りを学んでいただいています。また事業所が転居したことに

より、収穫体験等働くことに対しても学んでいけるように

なっています。

子ども同士で話し合いをし、いろいろなことが決められるよ

うな支援を心がけています。

色々な年代のお子様が利用されている中で、自分の意見だけ

ではなく、他者の意見とどう折り合いをつけていくか、どう

伝えていくかを考える機会を多く持てるように支援していま

す。

個別性を大事にしています まず自分に自信をつけていただこうと思っています。他者

から褒められる機会を増やしていただこうと思っています。

事業所における自己評価総括表公表


